
７月 夏の日の思い出 

 

 旭町の水田が夏の日差しに映えて、一面の濃い緑は一年を通じての、この里の最も美しい時

季の一つと思います。この頃の夏の気候は極端に暑く、４０度という気温に驚くこともなく酷

暑の季節が始まります。夏至が過ぎて７月土用の頃暑さが一段と厳しくなり、真夏本番、健康

管理に十分なご注意を願いたいものです。 

さて、今年は３年間続いたコロナ感染症拡大対策も緩和の状況となり、各地の夏の催事も以

前のように再開されることとなってきました、旭町においても３年間中止していた「納涼ふれ

あい祭」開催のため準備を進めております。多くの町民の皆様のご参加をお待ちしておりま

す。 

また、子供たちにとっても夏休みの期間、これもコロナ禍で活動が制限中でしたが、今年は

屋外での楽しい夏休みの期間を十分に満喫してほしいものです。川東学園では６月末から、プ

ールでの授業が始まっており、水泳の指導が始まっているようです。これもコロナ禍３年間の

影響で全く泳げない子供がたくさんおられるとのこと。指導される先生方によろしくと応援し

たいものです。 

そういえば、真夏、私どもの子供の頃はどうだったかふと思い出しました。あの頃はもうプ

ールはありましたが、近所の川や用水池でも泳いでいたことを思い出しました。本当に待ち遠

しい夏休みでした、日々山や川で遊び、8月末に宿題を慌ててしたこと、今は本当に懐かしい

です。この夏休み一番楽しみにしていたのは、親とともに地域で出かける海水浴でした。地区

ごとにバスを仕立ててそう、高浜の海水浴場に行くのが毎年の行事でした。バスに乗車し、地

区内のお店のアイスを乗せて出発でした。その頃はまだ道路の舗装がされていない場所が多

く、土ほこりで周辺の家屋や木々が、真っ白になっていたのを思い出します。バスが高浜に到

着し、着替え休憩場所は毎年、近くのお寺だったと覚えています、毎年多くの子供を良く受け

入れていただいたものかと、今更ながら感謝を憶えます。(調べてみますと臨済宗 長福寺だ

ったのではないかと思います。このお寺の庭にあった井戸で体を洗ったと思い出します。「そ

の水のなんと冷たかった事」) 

この頃の海水浴はどのような雰囲気でしょうか。 

先日、川東学園の学校運営委員会で、7月の課外事業の計画をお聞きしました、5年生が若

狭の海で授業をされるようです。子供たちが楽しい夏の思い出を経験されることをお祈りしま

す。 

60年も前のことを思い出し書いてしまいました。皆様の「夏の日の思い出は?」 

日本列島、これから猛暑が予想されます、どうぞお体ご自愛ください。 

 

                           旭町自治会長  吉 川   肇 
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地域懇談会始まる 

 ７月３１日（月）旭町地域懇談会が行われます。課題としては下記の内容で行います。 

（ 時間が１時間半で２～３の課題で懇談します。残りは文書での回答です。） 

１， 高齢者移動支援事業について 

２， 地域の防災対策について 

３、 地域の環境問題について 

４， 旭町の地域活性化について      を予定しています。 

 

奈良市田原地域の方が研修に 

 

令和５年６月１０日（土）奈良市田原地域自治協議

会の４名の方が、「旭サポートカー」の研修のために旭

町を来訪されました。この研修では、旭サポートカー

を立ち上げたきっかけや具体的な実施方法について説

明しました。また、京都府や亀岡市からの支援につい

てもお話しさせていただきました 

奈良市田原町の役員の方からは、地域の高齢者の移

動支援に特化した計画が綿密に立てられ、実行されていることに感動されました。特に女性の

活躍に関心を持たれました。女性が運転手として活躍し、

高齢者の安全な移動をサポートしています。また、受付や

窓口にも女性が関わっており、利用者にとって心強い存在

となっています。この女性の活躍は、地域の多様性とジェ

ンダー平等の実現に大いに貢献していると評価されまし

た。柔軟な対応が可能となり、利用者の安心感と満足度が

向上していると感じられたとのことです。 

 奈良市田原地域の方も悩みは同じ「高齢化」等の同じ悩

みを抱えておられました。色々なお話が聞けてとても勉強させて頂きました。 

 

７月行事予定 

 

 ・７月 ２日（日） 創業祭 午前９時～ なごみの里あさひ 

 ・７月 ３日（月）・２０日（木）  

敬老乗車券 販売 午後１時３０分～午後３時 旭コミュニティセンター 

 ・７月 ４日（火） 亀岡市議会議員 旭サポートカー研修 

 午後１時３０分から 旭コミュニティセンター 

 ・７月２２日（土） 令和５年度 第９回旭町納涼ふれあい祭り（別紙参照） 

             午後６時３０分～ 旭コミュニティセンター 

 ・７月３１日（金） 地域懇談会 午前９時～ 旭コミュニティセンター 



「旭の未来ロードマップ『夢絵巻』 取材第１弾 できたらいいなぁマップ」 

 

令和 5年 6月 10日（土）奈良市田原地域の方々の訪問

で、彼らが「夢絵巻」という取り組みに感銘を受け、詳

細を知りたいとの思いを抱かれました。そのため、以前

の資料を取り出し、調らべてみました。 

「夢絵巻」は平成 15年から平成 17年にかけて取り組ま

れたものでした。当時の

自治会は、農村工学研究

所と京都大学との協力を

得て、旭町の未来を考える街づくりに取り組んでいました。先

進地域の視察やワークショップを通じて町民の意見を集め、未

来のマップである「旭町散策マ

ップ できればいいなぁ編」を作

成しました。これが後に「夢絵

巻」としてまとめられることと

なりました。 

最初に行われた取り組みは、当

時の小学生たちに「旭町をどん

な街にしたいか？」という質問

から始まりました。その結果を

もとに「旭町の魅力マップ」が

作られ、さらに「あさひこんなまちだったらマップ」が作成され

ました。これらのマップは、旭町の魅力を保ちつつ、子供たちの

希望に基づいたまちづくりの方向性を示しています。自治会の講

堂にも大きく掲示されています。 

昨年には、「旭をつく

る なごみの里あさひ 10の提案」として、亀岡市やか

めおか霧の芸術祭の関係者が考えた提案が「旭夢絵

巻」の第 2弾として提言されました。この「できたら

いいなぁマップ」には、今でも皆さんの思いが綴られ

ています。 

また、当時の

アンケート結

果やワークシ

ョップの意見

集には、女性の力が重要であるという意見が多く寄せ

られていました。地域に密着した生活を送る女性たち

の積極的な参加が求められていました。奈良市田原地

域の方々も、女性の地域参加の重要性を強調されてい

ました。この時代から、高齢者対策の必要性やまちの

活性化に関する議論が「夢絵巻」の具現化へと繋がっ

ていったことが分かります。 

次回は「夢絵巻」の具現化について調べて説明させていただきます。 

お楽しみにお待ちください。 

 


